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1. 研究目的 考えられる。

現代社会における建造物の巨大化、立体化、 本研究の目的は、現代社会に要求される集団的

複雑化、生産手段及び工程の複雑化及びスピード 行動に役立つ体育運動のとらえ方、その開発方法

化、巨大イベントの日常化、通勤手段の多様化と などを追求することにある。

通勤距離の増大、旅行ブーム、大衆スポーツブー

ムなどに伴って、災害のみでなく日常的に集団的

及び群集的な場における行動の安全性、有効性を

体育を含む各種の方法を活用して意図的に高める

ことが重要になってきている。従って、体育運動

の果たし得る重要な役割の一つはここにあると考

えている。集団的行動の場が益々多くなっていく

現代社会では、このような役割を果たすことがで

きる体育連動を確立することは、全ての人に期待

される社会性・道徳性の育成にも大きく寄与する

と考えられる。

これまで「集団行動」には、その内容として集

団で行動する場合に役立つ集合、整列、列の増減

などの基本的行動様式に関することがあげらけて

きた。しかし、このような限られた内容のみでは、

先にも述べた役割を十分果たすことはできないと

2. 研究方法

われわれは、これまで長年にわたって人間の

生活•生存に欠くことのできない役割を果たすこ

とのできる体育を発想の意図的転換を図るように

して図 1 に示すような研究チャートによって追求

してきた。表 1 は、われわれの体育・体育運動の

とらえ方・在り方の原点を示したものになってい

る。また、表 2 に示すようにわれわれは「体育」

を「心育」に対応する人間育成における車の両輪

にすべき現象として位置づけ、「全ての身体的な

ことを通して、個人的・社会的にみて望ましい生

き方のできる人間の主に身体的精神的育成を図る、

生活全体を一面的に設計・統御する現象」として

とらえている。

われわれはこのような体育の具体化の一環とし

-13-



如子のイ[i) 力を考

えるための匝、点を
探る。

を
と
ど

成
の
な

形
育
方

問
体
り

人
る
在
．

い
す
、
る

し
に
方
え

ま
能
え
考

乎
可
ら
を

,_•——

-m 

.. _-1
——— 

⇒
 

一
・
一
ー
一

.. 

f

」
J
¥
 

< 
つ
役
ふ

生
，
子
椛

な
の
可

福
間
を
を
に
え

辛
人
方
全
ど
名

の
⑨
＿
き
社
な
を

問
．
生
る
と
打

人
方
な
す
こ
休

①
き
幅
に
る
つ

スボーツ・休背的ス

ボーツ・医坂・保飩
など，関連鉗域との
位柏的伯域区分を考
える。

[ ？悶［畠打1
高年齢lt/]体育

［丑輝育
砕殊体育

し
休
証
究
し

通
る
検
研
に
れ
て

。
ら
っ

る
み
よ

す
に
に

正

F

伎

挽
糊
双

て
（
の
；
育

: • 
成
怯
形
方
問
る
人
す
＇

的
に
る

神
的
探

料
果
を

・
効
敗
を
契

実践内容の祁え方
実践のしかたなど
に沼目して契扱を
探る．

図 1 体育及び体育的スポーツの改善と創造をめざす演繹・帰納法的研究チャート

表 1 体育・体育運動（体育的スポーツ）のとらえ方・在り方を考える原点

①
②
 -i-l 

点原ヽの方えらと`
j
 

ー
( 

体......桔神的身休的存在としての人間に対する
身イ本的料神的存在としての人間 ※ l 
（こころに対するからだ）

育……教百のifでなく育成の育
（教えることではなく育てること）

※ 2 

① 恨人的・社会的にみて望ましい平和な生さ方

(2) 在り方の崩点―[
② 侶人的・社会的にみて望ましい生きがいがある生さ力 ※ 3 

※ l 封休と柘神との区別は投作的に行う。
※ 2 身イ本的、対濯的、物的などの災害の予防・克服が図られている生さカ
※ 3 生産人間関係趣味などに関する生きがいがある生さ方

表 2 体育・心育のとらえ方
※ 

ィ,t, 育 の と ら ズ 方 心 育 の と ら ・文 方

目 的 他人的・社会的にみて望ましい生き方のできる人 似人的・社会的にみて望ましい生き方のでさる人間の

間0:身休的柘神的育成 粘神的身体的育成

手 段 1・に身体的なことの全て 主に粘神的なことの仝て

現 致 Jt．活仝イ本にわたる主に身休面からの設註・統伽視致 生／和仝体にわたる主に訪神面からの設計・秋釘現欽

※ 体育（心有）は．宅に仝ての身休的なこと（枯神的なこと）を通して．侶人的・社会的にみて望ましい）t．さ方のでさる

人間の身体的柏神的育成（柏神的身体的育成）を亙．図的に図る、生話仝休を一面的に設計・航初する現父である。
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現在および将来の
生活•生存に欠く
ことのできない基
礎・基本的動きの
体系的究明

効果的な動き方の
究明

生命カ・基礎行動体力な
どの向上を主なねらいと
する基礎・基本的動きの
究明

段階などに
ることの期待
本的動きの体

美しさ、楽しさ、な
どをねらいとする基
礎・基本的動きの究
明

生命カ・基礎行動体力など
の育成のための、年齢・性
・能力などに即した連動負
荷・環境負荷などの究明

社会性・意志力など
の体育連動を通して
の育成法、体育連動
によるレクリエーシ
ョンのメカニズム、

などの究明

図 2 体育連動体系的確立のための研究チャート

て、生活•生存に欠くことのできない役割を果た

すことのできる体育運動を図 2 に示す研究チャー

トによって追求してきた。本研究はその一つでも

あか本研究も基本的にはこの研究チャートにそっ

てすすめた c

われわれの体育のとらえ方・在り方からは、図

2 の a• b • cに示す基礎・基本的動き、特に

a 「現在及び将来の生活•生存に欠くことのでき

ない埜礎・拮本的動き」を効果的な動き方を明ら

かにした上で、組織的に内在させた体育運動を作

ることが特に重要である。このことは、本研究に

おいても集団的行動に関する生活•生存に欠くこ

とのできないような基礎・基本的動きは何かを探

ることか重要であることを示している。表 3 は体

育運動に組織的に内在させることの中で、基礎・

基本的なことの位置づけ方を示すために取り上げ

てみた c

表 3 体育運動（体育的スポーツ）に内在させる基礎・基本的なことのとらえ方・在り方
一基礎·基本的なことの一群としての基礎・基本的な動きの位筐づけー

陪涵段階 I 階涸段階に即した基本的柱

① 諸基本的価値の追求・実現が体育連動 :D 平和な生きがいのある生き方が体育
によって図られている生活 1 運動によって図られている生活

究極的実践的階面
② 諸基本的価｛直の追求・実現能力の体育 1 只② 平和な生きがいのある生き方のでき
運動による開発 る能力の体育述動による開発

直接的実践的階:.:;ロロロ：三□□；：；；：占
① 発育期基礎・基本的なこと

② 生産年齢期基礎・基本的なこと

基礎的階隣 I ③ 高揺期基礎・基本的なこと

④ 障害者基礎・韮本的なこと

ー--15 -

じ枯礎・基本的な動き、動きづくりの行い
方などに関すること

② 体力の向上に役立つ迎動負荷、体力づく
りのすすめ方などに関すること

の体育運動によるレクリエーション及び積
極的休息に関すること
4) 体育連動による梢神的人間育成（精神的
能力、態度の育成）に関すること
5) 災害の予防・克服能力の体育述動的方法
による開発に関すること
6) 生産的能力の体育連動的方法による開発
に関すること



3. 研究結果と考察

表 4 は、われわれの体育のとらえ方をもとに

した基礎・基本的動きのとらえ方をまとめたもの

である。集団的動きは、王に 0ピ②に示す場の

人的条件に着目してとらえられる動きである。し

かし、これらの集団的動は、 0の人間の生活•生

存に着目して日常生活、災害の予防・克服、生産、

レクリエーションなどに含まれる動きについて、

更には①一③・④・⑤などの環境の種類、環境

の場的条件などと考えてとらえる必要があると考

えられる。

表 5 は、児童•生徒のために体育運動化して指

導することが望ましいと考えられる各種集団的行

動を示したものになっている。ここでは、諸集団

的行動を大きく固定的仕団行動と群集的集団行動

とに分けて示してみた。

表 4 人間の生活•生存に要求される基礎・基本的動きのとらえ方
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ロニ青□□::さ砂t企力、筋力、スピード・パワー、扮久力、柔秋性などを晶めるために特別に工夫

された<f）J き

93)第 1 次的ぶ裟的妙さ※ l
要素的な妙き…••••••立つ、走る、など

②第 2 次的A甚梵的勅き※ 2

いくつかの要素的な動きの含まれている枯従的な勅き

………E,k烈して歩く、走ってきて述くへとぶなど
③第 3 次的加又的妙さ※ 3

第 1 次、第 2 次の妙さが含まれている知的な枯霰伍,~)J さ

……•••奴いでいる人を枚ける、レ距陥をよい泣汰で走るペースなど
①年代に即した団）J さ

②性に即した勁き

嘉？害条件に即した虹J き

□')，＼礎行肌叩力喜に加してとらえた瞬
麟の人的灸件に訂且してとらえた炒き ぅ

ーニニJ悶［詞言言J:fこ '.E）) さ
危iflt きの物的条件に沼且してとらえた妙き

Xl 沿'21砂）］化することの塑まれる妙き

ヅ 3 目効化することの望まれる f)J きの知、も

表 5 体育連動化することの望ましい各種集団的行動

固定的共団行虹j

①各+}の低式に件うこと

②各を［の共臼的イベント実践に件うこと

群拓的集団行妙

③学校内での体育・スボーツ以外の学翌作菜などに件う

こと

④休府の授菜、迎iJJ部の諫苦に件うこと

溶位下校に伴うこと
' • g学に件うこと

に伴うこと

Iｭ

どに件うこと

31 ~各社の枇し物などの見物に件うこと

」
41 倭学校外での非常時に件うこと

l
1
1

ロ
ー
ロ
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表 6 は、各種集団的行動に含まれている韮礎的・

基本的動きが具体的にとらえられるように動きの

類型を試みたものである。

本研究では、固定的集団行動としての表 5 の 4-

⑦の学佼での非常時に伴う動き、群集的集団行動

の 1 -—②の学校外での雑踏の場における移動に伴

う動き、などにおける合理的動きなどを究明しよ

うとして実険的に取り上げてきた。また、これら

の研究は、含まれる基礎的動きに着目すると、表

6 における a—②、 b ―②に関する合理的動きを

究明しようとするものになる。

表 6 各種集団的行動に含まれている基礎的・基本的動き

攣定的集団的iJi)J き ー［ニロニ”
③作菜・学習に伴う砂さなど

⑮i群庄的氏団的妙き

l集合・麟に伴う劫き

図）移4)Jに伴う勁き、など

休 操「 ］休打詔田瓢成のために
-·、

_ 組蹄的につくられた迎劫
—一ー の一群

ーー 、9乙—
I 並争を1平うスボーツト ,,,, 

-二三
/ 休育；；い目閉位成のために,, 

ダン ・
• ----］選択された連動の一群

□1卜迎 □※ 1
休育語目椋の逹成も期待
されている迎炒の一聞

休汀化も図られた
生枯迎炒

※ 2 

--—主な咲底
-----—いくらか認められる閲保

※ J 栴会氾妙としての歩行老天国散歩、公[il歩き、催物見物などを含む。
※ 2 生活中の話姿努を合む。

図 3 体育連動の体系的なとらえ方

ー主に、一般に広く用いられている運動の分類に着目して一
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体育運動化の図られた集団行動は図 3 に示すよ

うな体育運動の分類からすると、体操及び体育化

も図られた生活運動のそれぞれの一部になる体育

運動あるいは体育的でもある行動として位置づけ

ることになる。表 7 は、われわれの体育運動のと

らえ方によって体操の理論体系を示したものであ

る。体育運動化された集団行動は、主に体操の中

の 1- （ 1) ー①の生活•生存のための基礎的動きづ

くりの体操として、その一部は1- （ 1) ー②の美し

さをねらいとする体操として確立していく必要が

ある。なお、これらの体採は遊戯化、スポーツ化

も考えられるし、また体育化も図られた生活連動

の一部として用いられると考えられる。

表 8 は、集団的行動の体育運動化に関するわれ

われの研究課題をまとめて示したものになってい

る。これらの研究を現在すすめているが、その研

究をまとめて結論的示唆とする。

表 7 体操の理論体系

「（ l) 妙きづくりの虞ド鰐璽／忍五；／ごごぞ三こ三
（翠鯰づくりの体投）

(2) 体力づくりの糾叶已喜図□乳悶□え
（③芙しいからだづくりの体操）

囁種の仕．操11 (3) 渕子づくりの糾［二悶言手段の一つとしての体投
g)整理的体段

(4) 非競争的なスポー「伝統的に伝承される体戌（太繹、ヨ
ツ種目的に存在し が最近のデンマーク｛材えなど）
ている休投 ②新しい休投（ジャズ休戌、エアロビ｀ク

スダンスなど）

(5) 祖⑲1体←□
、 ~mt/lの休投

生凡年齢期の体投
裔蛉期の体投

臼砥による休力の向ヒ・紐特の図（）方、生四謬の
叫iの休紐―---［へための関子の終え方、生活互だしみ方、など

＆スポーツ、生括述勁などの全休を迅しての体力の向
上・維持の図リ方、生活活虹のための況子の整え方
生活の楽しみ丸など

表 8 集団的行動の体育運動化に関する研究
ーわれわれの行ってきた研究について一

人間の移砂における人と人との間妬ぽ洪仰）正要性）に閲する研究
(l) 敦字から昇砕口までの移砂に移妙について
（ 2) 将棋保しの予防・克服について

(3) 移勁中の将棋伶ルについて

群衆の中の移効（クロス）技衛に関する研究
(1) 群架の中のクロス移動について
(2) 附段移肋について

共合技術に閃する研究
(l) 集合蔽びについて
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4. まとめ した集団行動の指導内容を体系的に確立する所存

集団行動に関する基礎的研究として、今日形 である。

骸化した指導が主流になっている集団行動の指導 諸学究各位の厳しい御指導を期待する。

の活性化をめざして研究に取り組んでいるが、こ

の研究の成果を踏まえて、次のような結論的な示 参考文献

唆を引き出すことか許されよう。 1. 文部省：高等学校学習指導要領解説保健体育

1. 現行の体育運動には、生活•生存に役立つ体 編 昭和54年 5 月

育連動の体系的な創造という視点が欠けているこ

と。

2. 現行の体育運動には、現代社会における集団

的行動の場における安全と能率性という立場から

の配慮が全くなされていないこと。

今後さらに研究の視点を拡大し実践指導に直結

2. 文部省：中学校指導書保健体育編

昭和53年 5 月

3. 文部省：中学校指導書体育絹

昭和52年 5 月

4. 文部省：体育（保健体育）科における集団行

動指導の手引 昭和62年 3 月
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